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1.研究⽬目的�
「⾊色」は感覚的なもの 

 　→⼈人によって⾒見見え⽅方や⾊色名の認識識の相違がある 

 　→⼈人は恒星を何⾊色（⾊色名）と表現するのか調査する必要性 

 　→本物の恒星を使⽤用しての調査 

 　 　しかし、気象条件、有名な星には既成概念念があるため難しい 
 

恒星の⾊色の⾒見見え⽅方を調査する前段階として、 
点光源で正確に恒星の⾊色を再現できる装置を検討し、その装置を
使⽤用して⾊色の⾒見見え⽅方を調査することが有効であると考えている。�

研究⽬目的 
恒星の⾊色をそれぞれのスペクトルデータから数値化し、 
フルカラーLEDを制御して⾊色を表現できる装置「ルミエネーション」で 
恒星の⾊色を再現できるか、また恒星の⾊色の調査に使⽤用できるか検討する 
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2.ルミエネーションで⾊色再現する⽅方法�
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　　　　　　　	 : XYZ表色系における等色関数	 
Pλ: 光源の放射量の相対分光分布	 

k: 正規化のための定数 
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１．はじめに 

 学校教育や天文教育普及の場などで，恒星や星

雲といった天体の「色」について言及することが

ある．しかし，よく使用されている多くの天体画

像は，美しさや構造の見やすさを優先して着色さ

れているため，正確な色彩の画像は少ない． 
 そこで，われわれは，天体の色をなるべく正確

に色再現する方法が必要であると考えた．本研究

では，低分散分光観測により天体のスペクトルデ

ータを取得し，日本工業規格で定められている光

源色を三刺激値 X,Y,Z および色度座標の xy 値に
変換する方法で，取得した観測データを数値化し

た．これらの値を応用して，天体の色を再現する

ことを試みたので，その成果を報告する． 
 
２．観測データの数値化  

 まず，天体のスペクトルデータを取得するため，

2008年 4月 11日，2009年は 12月 13日に，岡
山県井原市の美星天文台にて分光観測（スペクト

ル観測）を行った． 
 次に，取得した観測データのうち 1nm 間隔，

380〜780nmの波長範囲のデータを使用して，日
本工業規格に記載されている光源色を三刺激値

X,Y,Z に変換する方法（式 1）で，取得した観測
データの三刺激値 X,Y,Zを求めた．なお，等色関
数には CIE1931 測色標準観測者の等色関数を用
いた． 

 

    （式 1） 
 

 さらに，以下の式（式 2）により，三刺激値 X,Y,Z
から色度座標の xy値を求めた． 

 ｘ=X/(X+Y+Z)，ｙ=Y/(X+Y+Z) （式 2） 

 今回は 11 の天体について，この手順によって
得た観測データに基づく xy値を求めた（図１）． 

天体の観測データを使用した色再現 

Color reproduction from spectra of astronomical objects 
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図 1 観測データよる天体の xy値 

        : XYZ表色系における等色関数 
Pλ: 光源の放射量の相対分光分布 
k: 正規化のための定数 

①恒星のxy値を求める ②ルミエネーションで⾊色再現 ③再現された⾊色を計測 

ｘ=X/(X+Y+Z) 
ｙ=Y/(X+Y+Z) �

LEDモジュール�

ルミエネーション 
コントローラ�

■�

ＰＣ 
(R,G,B値) 

■�

測定距離離1,014mm 
室温25℃ 

 

ルミエネーション� ⾊色彩輝度度計(CS-100A) 
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美星天⽂文台（岡⼭山県井原市）にて
分光観測によって13の恒星スペク
トルデータを取得した�

LEDモジュールにフルカラーLED（⽇日亜化学
NSSM016C、⾚赤・緑・⻘青の3⾊色）を使⽤用�
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2.ルミエネーションで⾊色再現する⽅方法�

表1 　観測データに基づくxy値�

図２  フルカラーLEDの再現域とスペクトルデータによる恒星のxy値�
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スペクトルデータによるxy値�

⿊黒体軌跡�

Lumi-area 

恒星名� ラベル� 観測年年� x	 y	

スピカ� α Vir	 2008	 0.256 	 0.260 	

レグルス� α Leo	 2008	 0.259 	 0.263 	

ベガ� α Lyr	 2008	 0.298 	 0.318 	

アークトゥルス� α Boo	 2008	 0.375 	 0.376 	

ポルックス� β Gem	 2008	 0.376 	 0.377 	

アンタレス� α Sco	 2008	 0.440 	 0.418 	

シリウス� α CMa	 2009	 0.266 	 0.272 	

リゲル� β Ori	 2009	 0.268 	 0.275 	

プロキオン� αCMi	 2009	 0.298 	 0.307 	

カペラ� α Aur	 2009	 0.342 	 0.354 	

アルデバラン� α Tau	 2009	 0.408 	 0.398 	

ベテルギウス� α Ori	 2009	 0.428 	 0.415 	

クリムゾン・スター� R Lep	 2009	 0.590 	 0.405 	
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3.ルミエネーションで⾊色再現した結果�

¤  ⾊色再現した13の恒星のxy値はルミエネーションの⾊色再現域内
にあり、⾊色彩輝度度計で計測可能な範囲であった。そのためル
ミエネーションで13の恒星の⾊色再現が可能であった。 

¤  計測誤差の導出：LED、計測器、設置位置（光軸のずれ）の要
素が考えられた。 

 　・各回の標準偏差に⼤大きな差がなく、 

 　 　LEDと計測器からなる誤差は⽇日によって再現性がある 

 　・各⽇日の平均値の違いは設置位置によるものではないかと考えられる 

 　・LEDの設置位置によってxy値にずれが⽣生じ、恒星のxy値も同様�
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4.考察�

¤  ルミエネーションの設置位置によるxy値のずれ 
 　=恒星の⾊色の⾒見見え⽅方を調査する際に、 

 　 　被験者がLEDを⾒見見る位置によって⾒見見える⾊色がずれる�

¤  ルミエネーションが⾊色の調査する際に使⽤用可能かどうかは、ルミ
エネーションの設置位置によるxy値のずれが恒星の⾊色として取り
うるxy値の範囲に収まるということが条件である。 

¤  恒星の⾊色として取りうるxy値の範囲 

 　 　→恒星を⾒見見るときの各恒星の⾊色識識別閾 

 　 　→⼤大気条件や⾼高度度によって変わる恒星のxy値   

¤  先⾏行行研究が少ないため、再検討が必要�
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